
施

、他資料の決算額と差

策

異が生じている場合も

名

あります。

文化財 基本目標 未来に

N

つ

o. 事務事業名 活動内

な

容 コスト（事業費：千

ぐ

円）

文化資源把握活用

人

事業 令和　４年度 令和

材

　５年度 令和　５年度

を

令和　６年度 令和　４

育

年度 令和　５年度 令和

む

　５年度 令和　６年度

ま

活動指標名 単位
実績 計

ち

画 実績 計画 決算 当初予

要

算 決算 当初予算
全体事

施

業概要
①

石造物調査着

策

手地区数 地区 2 3 3 1

の

地域の石造物調査や未

目

整理の館蔵古文書整理

的

・調査を
行う。令和３

市

年度より、個人（旧名

民

主家等）、団体（ 7 1

が

40 140 389
自治

郷

会、学校等）所有の歴

土

史資料の調査を開始し

の

、館
②

所蔵古文書仮目

伝

録（300 件 1 1 1 1

統

外の文化財の保存を進

や

める。 点程度）作成数

歴

令和　７年度の優先度

史

③
館外文化財（資料群

に

）の 件 2 2 9 2
2 所在

対

調査着手件数 　□ Ａ

す

　　　 □ Ｂ　　　

る

 □ Ｃ　　　 □ 

理

Ｄ　

①について、平田

解

地区に新規着手し、御

を

園・松本地区は調査を

深

継続した。
■ 計画ど

め

おり   
令和　５年

、

度 ②について、『的場

郷

贄川家文書仮目録（６

土

）』として刊行した。

へ

□ 遅延      

の

   
の評価 ③につい

愛

て、企画展に合わせて

着

学校７件、民間２件の

心

調査を行った。
□ 進

を

展なし     

■ 

高

維持　□ 拡大 地域資

め

料の所在地と所有者の

る

確認を進め、計画的に

と

調査を実施する。
事業

と

区分 ■ 自治事務  

も

 □ 法定受託   

に

□ その他
今後の方向

、

性 □ 縮小　□ 改善

無

（改善措置等）□ 休

形

止　□ 終了
計画対象

民

□ 実施計画査定対象

俗

  □ 行政改革対象

文

 
□ 廃止　　　　 

化財や文化財を後世に継承すること。

施策の方向 文化財の保護・保存

市内の文化財（遺跡、古文書等歴史資料、石造物）の調査について、計画通り進めることができた。
■ 計画どおり   

令和　５年度  
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 開発に伴う試掘・確認調査の件数の増加が見込まれるが、文化財保護法の規定に則った遺跡の保護に努める。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

市内遺跡発掘調査等事業 令和　

1

４年度 令和　５年度 令

頁

和　５年度 令和　６年

令

度 令和　４年度 令和　

和

５年度 令和　５年度 令

 

和　６年度
活動指標名

5

単位
実績 計画 実績 計画

年

決算 当初予算 決算 当初

度

予算
全体事業概要

①
届

　

け出に対する処理 ％ 1

　

00 100 100 10

事

0
周知の遺跡内におけ

務

内る宅地造成・住宅建

事

築等の各種
開発事業に

業

伴い、確認調査を行う

評

。 6,239 10,9

価

64 6,836 9,1

表

47

②

令和　７年度の

（

優先度

③1 　□ Ａ　

個

　　 □ Ｂ　　　 

票

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

）

　

開発に際して必要な

課

試掘・確認調査など3

名

0件を実施した。また

教

、県への届出が必要な

育

事案を処理した。
■ 

推

計画どおり   
令和

進

　５年度
□ 遅延  

部

       
の評価

文

□ 進展なし    

化

 

■ 維持　□ 拡大

財

開発に伴う試掘・確認

課

調査の件数が増加して

作

おり、他の業務を圧迫

成

する傾向にあるが、文

日

化財保護法の規定に則

令

事業区分 □ 自治事務

和

   □ 法定受託 

　

  □ その他
今後の

６

方向性 □ 縮小　□ 

年

改善 り遺跡の保護に努

　

める。
（改善措置等）

８

□ 休止　□ 終了
計

月

画対象 □ 実施計画査

　

定対象  □ 行政改

１

革対象 
□ 廃止　　

日

　　 

※決算額につい

概

ては、端数処理により


